



























































































































































(n = 275) (n =191)
知的・情緒障害 身体障害（重複障害）
¾ 高齢者、障害者、乳幼児、外国人、妊婦など、援
護を必要とする者及びその同伴者
¾ 災害時に以下の行動が取るのに支援を要する人々
災害時要援護者とは？
・必要な情報を迅速かつ的確に把握
・災害から自らを守るために安全な場所に避難する
6・介護の必要な高齢者・障害者などを対象とした避難所
（一般の避難所では生活に支障を来す人に対するケア）
・要援護者に配慮した設備
（耐震・耐火構造、スロープ、多目的トイレなどバリアフリー化）
・既存の施設を利用する
福祉避難所
阪神・淡路大震災時に障がいのある
子どもを持つ家族が感じたこと
1．自分自身が子どもの状態を理解することの大切さ
2．障がい者を想定した避難システムの必要性
3．コミュニティとの交流の大切さ
人々が暮らす地域を主体として支援する
7ガジャマダ大学附属病院
（サルジト病院）
駐車場に溢れる外傷患者
ジャワ島中部地震
2006年5月27日に発生．
5,716人の死者．
3.5～5万人の負傷者が発生．
Sk /Rc/25/Lms
遊戯療法と描画
 子どもは自分の気持ちを表す的確な言葉や表現を持
たない
 感情表現ができるための遊びを用いる:
 粘土遊び
 箱庭
 人形・人形の家
 色鉛筆・マーカー/紙
8子ども達への関わり
（1）本人にとって「安全で安心な環境」を保証
-信頼できる大人の存在-
（2）本人自身がどのようにトラウマの原因とな
るできごとを認識しているかを知る
（3）誤った事実の認識があれば少しずつ修正
（初期段階で無理をして思い出させることをしてはならない）
「子どもの家」活動状況
子どもたちへの読み聞かせ
(2007年3月）
お揃いのユニホームは地域の
住民が寄付（2009年12月）
就学前の子どもを対象としたプログラム
9子どもの家における様々な活動
青少年の廃材を使った
リサイクル活動
乳幼児に対するリハビリ
テーション指導
強調すべき内容
災害後の人々の心理・行動予測、要援護者の存在を考慮した準備
⇒ 様々な専門家と身近な人々との連携が重要
身近な地域での支援
⇒ 環太平洋地域を含む地域での経験と知識の共有
コミュニティに基盤をおいた包括的で継続的な支援
⇒ 要援護者の存在を意識する
10
構成プラン
1. 災害時の要援護者とは？
2. 災害後に見られる心の反応
3．コミュニティに基盤を置いた被災者への関わり
4．要援護者とその家族に予想される困難
5．必要なサポート・準備 （専門を超えた連携）
6．専門家と非専門家の協力
7．ビリーブメントケア
8. 海外（環太平洋地域を中心とした）における大規模
災害時の経験、知識の共有
